なに か 読者 諸君が 吃驚す るよう な 新しい ラジオの 話 

をし ろと 仰 有る のです か？ そいつ は 弱った な、 此の 

頃 は トン ト 素晴らしい 受信機の 発明 もない ので ネ。 そ 

う そ う 近着 の 外国 雑誌 に スト 口 ボダ インと い う 新 受信 

機が 大分 おおげさに 吹聴して あつたよ うです ね。 し 

かし 私 は 余り 感心 しないので すよ。 結局 ビ ー ト 受信 方 

式の 一 変形に 過ぎない じゃありません か。 

ャァ どうも、 君に 議論 を 吹つ かける つもり じ や 毛頭 

なかった のです がネ、 つい 面白い 原稿 だね のない k 訳 

に 一 寸 議論の 端が 飛び出して 来たと いう 次第な のです 

よ。 I 



です がね。 というの も 実は この 物語の 主人公で あり、 

又 同時に 尊い 実験者で あると ころの 私の 亡友 > が 

亡くなる 少し 前に、 是非 私に 判断して 显ハれ という 前提 

の もとに 秘密に 語った 彼 自身 の 驚く ベ き 実験 談な の で 

して、 内容が 内容 だから、 他へ は 決して 洩らさぬ こと 

を 誓わされた ものな のです。 不幸なる 亡友 > は、 

永らくお のれが 胸 だけに 秘めて いた 解き 得ぬ 謎の 解決 

を 求めん がた めに 折角 私と いう 話 相手 を 選んだ のでし 

たが、 流石の 私に も 彼が 満足す るよう な 明答 を 与える 

ことが 出来ませんでした。 それで Y —— は 一層が つか 

りして 謎 を 謎と して 抱いた まま、 地下に 眠って しまつ 



たのです。 そして 其の 時に > が 私に 残して 行った 

もちろん 

不気味な 遺品が、 この 壊れた バリコンでして、 勿論 彼 

の 話の 中に 出て 来る 一 つの 証拠 物と も 言うべき ものな 

のです。 

Y —— が 其の 時 告白した ところに よると、 謎 を 包ん 

だ 此の 物語 を はなして 聞かせた 人間 は 私が 最初で あり、 

また 同時に それが 最後で あると いうので す。 尤も こ 

の 物語の 後に 於て 判る ように、 この ことが どんな 事実 

であるか という こと を 明瞭 に 知って いる 害の 一 一 つ の 

関係が あるので すが、 これ は 孰れ も それ 自身 絶対に 他 

きみつし やかい 

へ 洩らす ことの 許されない 同じような 二 つの 機密 社会 



であるた めに、 この 驚くべき 事実が 他へ 洩れる 道が 若 

しあり とすれば、 それ は 亡友 Y —— によって (いや もつ 

と 詳しく 言えば Y —— と 私との 二人と によって) 行わ 

れ るより 外に 出来ない ことなの でした。 Y —— が私以 

外の 者に 語る こと を 断念し 而も 他界して しまった 今日、 

それ は 唯 私 一 人に よって 保 たれて いる 秘密な のです。 

未解決の まま 残されて いる 謎な のです。 そこに 私と し 

ての 遺憾が あり、 義務 さえ あるよう に 感ずる のです。 

くさ リ 

そうした 気持が、 私 をして 敢えて 誓いの 鎖 を ひきち 

あなた 

ぎ つ てまで 貴方に 御 話す る こと を 決心 させた のでした。 

さっかく 

それ はあり 得べき 事 か、 または Y —— の 錯覚で あるか、 



それ はこの 物語が すんだ あとで 貴方 は 当然 私に 答えて 

下さらなければ ならない のです。 —— 

では その 話 を 始めましょう。 私が Y —— から 聴いた 

ときの ように、 彼の 口調 を 真似て おはなし を 致し ま 

しょう。 ですから、 次の ものがたりで 「僕」 というの 

は、 とりもなおさず Y 自身の こと だと 思って いた 

だかなければ なりません。 

4f 4f 氺 

僕 は 少年 時代から ラジオの 研究に 精進して いた ラ 

ぼうば く 

ジォ ファンと して、 あの 茫莫た るェ ー テル 波の 漂う 空 

間に、 a- くる ことなき S 景を 持って いるので した。 そ 



れは 僕が 始めて 簡単な 鉱石 受信機 を 作って 姚 子の 無線 

電信 を 受けた 其の 夜から、 不思議に 心 を 躍らせる よう 

になった 言わば 一種の 「萌え出で た 恋」 だった のです。 

僕 は毎晚 のように 鉱石の 上 を 針で さぐりながら、 铫子 

タイム. シグナル き ほ 

局の 出す 報 時 信号の リズムに 聴き 惚れた ものです。 受 

はず 

話 器 を 頭から 外して 机の 上に 横たえて おきましても 三 

四 尺 も 離れた 寝床に 入って いる 僕の 耳に その シグナル 

は 充分 はっきりと 聞き とれました。 ェ ー テル 波の 漂 

う 空間の 声！ 僕 は それ を 聞いて いる ことに どんなに 

胸 を 躍らして 喜んだ ことでしょう。 い つ の 間に やら 夜 

も 更け 過ぎて しまった、 戸外 は 怖ろ しい 静寂の 中に、 



時々 風 が 雨戸の 外 を 過ぎて 行く のに 気が付きまして、 

急 に 身体 中が 寒くな リ 夜着 をす つぼり 頭から 引 被って 

無理に 眠り を 求めるな どと いう 事 も 間 々ありました。 

年月 はう つりかわって いつの 間に やら 我国に も 放送 

無線電話が 始まりました。 ェ ー テルの 世界に は 毎晩の 

ように J OAK の 音楽 やら ラジ ォ ドラマが 其の 強力な 

電波 勢力 を 誇りが おに 夜更けまで も 暴れて いるよう な 

時勢に なりました。 僕 はた だもう、 そういう 放送に 

そうぞう か 

よ つ てェ— テルの 世界が 騒々 しく 攪き まわされる こと 

が 厭で たまりませんでした。 僕 は 反感 的に 放送 を 聴く 

こと を 忌避して いました。 そして 其の 頃に はま だ ホン 



の 噂 話 だけで あつ た 短波 長 無線電信の 送信 受信の 実験 

に とりかかって いました。 その 電波 長 は 五メ— トルと 

か六メ ー トルと か 言った 程度の 頗 る 短い 電波 を 出し 

たり 受けたり しょうと いうので す。 放送 ラジオの 波長 

の 百 分の 一 位に 当ります から、 うまい 具合に 受信機に 

は 全然 ラジオ を 聞かな いで 済みました。 

しかし 僕の 実験 は、 放送が 終った 午前 十 時 〔# 「午前 

十 時」 は ママ〕 から 夜明け 頃に かけて やる のが 通例で し 

た。 其の 時間 中 は 短波 長 通信に は 殊に 好都合の 成績が 

得られる からこん な 変な 時 を 選んだ のです。 

さて 送信 を やって みます と、 なるほど 電波 はう まく 



け つ けた 受話器 の 底に は 時々 ガリ ガリと い う 空電 の 雑 

音が 入って 来る ばかりで、 信号の 形 を 備えた 電波 は 全 

く 見出す ことが 出来ませんでした。 時には この 意味の 

ない 空電の ガリ、 ガリ、 ガリと いう 音響 を、 秦攀秦 と 

いう モ ー ル ス 符号の S という 字に ちが いないと 思い こ 

んだ こと も ありました。 

それ はこの 短い 波長の 無線電信の 放送 受信 を 始め て 

ものず 

から 四十 日 ほど も 経った ころに は、 流石 物好きから や 

リ 出した 僕と 雖も、 少々 この I 永遠の 梨の礫」 に は 

倦き て 来ました。 厭 気の さした の を 自覚す ると、 実験 

きゅう てんちよ つかて き 

を つづける ことが 急転直下 的 にた まらな くい やにな 



りました。 忘れ もしない 九月の 七日の 夜の ことです。 

時計 は 既に 次の 日の 方に 廻って 午前 一 時 近く を 指して 

いました。 僕 は 送信 を やめて、 受話器 を 頭に 懸けた ま 

ま、 シグナル を 探す というよりも、 この 送受信 を 中止 

した 明日から 後 は 何 をす る ことによ つ て 日々 を 楽し も 

うかと、 あれ や これ やの 計画 を 思いつ づけて いました _ 

その 時の ことです。 恰度 その 時の ことです。 —— 

不図 気の ついた 僕 は、 受話器の 底に 極く 微か 乍ら 

ヒ ュ ー ッ という 吟 5 音ら しきものが 入つ ている の を 聞き 

とる ことが 出来ました。 其の 唸 音 は 大きくな つたり 小 

さくな つたり して 全く 聴こえ なくなり、 至って 不安定 



そ-つ なんせん 

な ものでした。 電波の 遭難 船と でも 申しましょう か。 

おおう み ほんろう 

それ はェ— テルの 大海に、 木の葉の ように 飜 弄せられ 

る シグナル でありました。 

さ お ぼ す 

僕 は 急に 頭脳が 冴え返つ たの を 覚えました。 僕 は 直 

さま 

ぐ 様 口 ー カル • ォ スシレ ー ショ ンの方 を 調節して 見 ま 

した。 カップ リング を 静かに 変えて 見ました。 グ リツ 

ド、 リ ー クを 高めて みました。 その 結果 はどうで しょ 

なお 

う。 僕が 今まで 出して いたよりも 尚 一 メ— トル 程 短い 

波長のと ころで 受話器に は 小さい 乍ら も、 立派に 呼 出 

符号と 救助 信号と を 打 つ ている ことが 聞き とれる では 

ありま せんか。 



あぶらあせ にじ 

間に かシッ トリと 油汗が 滲み出て いました。 相手 は 

何者か！ 相手 は 何処の 無線局で あるか？ 其処で は 

只今 何事が 起って いるの か？ それ は 其 時に 交換した 

次の ような 奇怪 きわまる モ ー ルス 符号の 会話が、 一切 

を 少しずつ 明白に して 行って 01 ハれ ましょう。 

相手 「貴 局ト 通信 ガ 出来 ルコト ヲ甚 ダシク 喜ブモ 

ノ ナリ。 予 ハ今甚 ダシキ 危険 二 臨ミ居 レリ。 当方 ノ 

信号 ハ 微弱 ナリヤ？」 

僕 「貴 局ノ 信号 ハ M (微弱 ナレド 辛 ウジ テ読 ミ得ル 

程度 ノ意) ナリ。 但シ 不安定 ニシテ ^ (微弱 ニ聞コ 



ェ 判読 不能 ノ意) 又ハ； j (微弱 ナレド 受信 可能 ノ意) 

ノ 範囲 二 変動 スルヲ 認ム。 危険 救助 取 ハカ ラウべ シ。 

貴 局 名 如何」 

相手 「当方 局 名 ナシ。 日本人。 仮設 局 ナリ。 貴 局 名 

如何。 貴 局所 在 如何」 

僕 「当方 局 名 JIZZ。 所在 東京 巿。 実験 局。 W 大 

学生 Y II 貴 局所 在、 及ビ 危険 詳細 知 ラセ」 

相手 「天祐。 喜ビ甚 ダシ。 日本 万歳。 愛スル 友ョ。 

予ハ貴 局 二 驚 クべキ 報道 ヲセム トス。 記事 甚ダ 長ク、 

送信 カ甚ダ 短シ。 貴 局 ハ予ノ 報道 ヲ信ズ ルャ」 

僕 「信ジ タク 思ゥ。 予モ亦 後 二 質問 スべ シ。 兎モ角 



モ早ク 語レ」 

相手 「必ズ 信 ゼョ。 予ハ 決死 的 ナリ。 

予ハ神 戸 K 造船所 電気 課員、 セント！ ハヤ ォ。 只 

今ノ 所在 ハ N 県 東北 部 T 山ヲ K 山脈へ 向ゥ 中間 ノ地 

点 一 一 在リ。 

予ハ今 ヨリ 七日 前、 ス ナヮチ 八月 三十 一日、 休暇 ヲ 

利用 シ、 前人未踏 ノ 山岳 地方 ヲ 横断 セント シテ 強力 

一 人 ヲ連レ N 県 A 町 ヲ後ニ 登山 ヲ 開始 セリ。 

貴局ハ 当方 ノ 送信 ヲ 了解 セラ ルル ャ」 

僕 「予ハ 了解 セリ。 予ハ 貴局ョ リノ 受信 シ タル 通信 

文 ヲ逆ニ 送信 スべ キヤ」 



ュクテ ギ 

見 セリ。 突然 予等ノ 行 手 二 銃ヲ擬 シテ立 チ防ガ リタ 

ィ ヨウ フゥ ティ タケ 

ル 一 団 ァリ。 彼等 ハ 異様 ノ 風体 ヲナ シ身ノ 丈程ノ 

ザ ッソゥ チュウ ヒソ ドク ソゥ 

雑草 中二 潜ミ居 リシ モノ ナリ。 全身 二 毒草 ノ ヨウ 

ナ モノ ヲッケ タルモ、 …… 」 (判読 不能) 

ナヤ マ 

僕 「空電 妨害 二 悩 サル。 貴局ノ 送信 ヲシ バラク 中 

止 セョ。 —— 

空中 状態 ヨロ シ。 全身 二 毒草 ノ ヨウ ナ モノ ヲッ ケタ 

ルモ 以下 語レ」 

相手 「毒草 ノ ヨウ ナ モノ ヲッケ タルモ。 貴局ハ 当方 

ノ 送信 ヲ 了解 セラ ルル ャ」 

僕 「予ハ 了解 セリ。 後ヲ 語レ」 



予ハ 彼等 ノ 小屋 ノ 一 室 ニ予ノ 案内 人 ト別ノ 室 二 幽閉 

セ ラレ タリ。 予等ノ 所持品 ハ 没収 サレ タリ。 予ノ室 

ハ 倉庫 ノ 一 部 ナリ。 セメント 樽 多シ。 

予ノ 室ノ入 ロノ 扉 二 小 サキ窓 ァリテ 金網 ヲ張 ル。 武 

ゥカガ 

装 セル 監視 人 巡回 シ来リ 其ノ窓 ヨリ 予ヲ 窺ゥ。 

予 ハ其ノ 小 窓 ヨリ 窓外 ヲ見 タル トコ 口 傾斜 セル 山腹 

ガ截リ トラ レア ルヲ見 タリ。 其 ノ前ニ 小屋 ァリテ 

人々 出入 ス。 雑品 倉庫 ナル コトヲ 知リ得 タリ。 

一昨日 マ デハ、 リベット ヲ打ッ 「二 ユウ マチック」 

ノ音、 「コンク リ J ^」 混合機 ノ 音響 ヲ時々 耳 二 シタ 

ルモ、 其 後 聞 カズ。 



立 テント 試ミ タリ。 材料 ノ 不足 二 ヨリ テ意ノ 如キ波 

長ノ モノ ヲ作ル コトヲ 得ザル コトヲ 発見 シ タル トキ 

ハ 絶望 ノ 〔# 「絶望 ノ」 は 底本で は 「絶望の 匕 泪ニ暮 

レ タリ。 サレド 人事 ヲッ クシ テ 天命 ヲ俟 タン コトヲ 

思ィ、 許 シ得ル 範囲 ノ 応急 送信機 及ビ 受信機 ヲ 建造 

セル ナリ。 

当方 ノ 信号 ハ 衰減セ ザ ルャ」 

僕 「ャャ 衰減シ タル ヨウ 二 思ゥ。 予ハ 一 切 ヲ直チ 二 

其 筋 二 急報 スべ シ。 次回 ノ 通信 ハ約ニ 時間 後、 スナ 

ヮチ 午前 四時 二 行 ウベ シ。 貴局ノ 都合 如何」 

相手 「応諾。 当方 ハ此 後ノ 通信 ヲ儉約 セザル ベ カラ 



い、 而も 工事 は 既に 終った という 説 を セント— • ハヤ 

ォ なる 人物から 報ぜられて 全く 昂奮して しまいました- 

ちしき 

軍事施設 について 智識の ない 僕で も、 次に 何事が 計画 

おぼろげ 

されて いるか、 実行され るかと いう 事 を 朧気ながら 推 

だいに ほんてい こく 

察する ことが 出来ました。 これ こそ わが 大日 本 帝国の 

一 大事で ある。 そして この 一 大事 を 一 般 国民に 知らせ 

る ことの 出来る の は 今のところ 自分 を 除いて は 一 人 も 

ない という 事 を 考える と 僕 は 重大なる 任務の ために、 

身体が ガ タガタ 震え出す の を、 どうしても 我慢が 出来 

ませんで した。 

さて 斯うして 戸外に 飛び出して はみ たもの の、 第一 



番に 何処に 通報すべき であるか。 一番手 近な 方法 は、 

近所の 交番へ 訴え出る ことで したが、 警官が 簡単に 

納得して 呉れる とも 思われな いし、 それから 先、 警察 

署、 警視庁、 憲兵隊と 階級 的に 軍事 当局 迄、 通報され 

て 行く であろう 煩雑 さ を 考える と、 交番へ 訴え出る こ 

と を 躊躇 せずに は 居られませんでした。 

僕 は 決心して 近所の タ クシ ー を 叩き起しました。 そ 

れ から 自動車 を 長 舟 町の 憲兵隊 本部へ 飛ばせました。 

自動車 は 物凄い 吟5 リを たてて 巨大なる 建物の 並ぶ 真 夜 

中の 官庁街 を 駆け抜けて 行きました。 

纏て 僕の 乗った 自動車 は 三十 哩 の 最大 速力 を 緩め 



の 一 人の 阿佐谷 中尉と 二人の 兵士 は 通信 係の人 達で し 

た。 少佐 はこれ より 直ちに 僕の 家 を 訪問して、 謎の 短 

波 無線局の セント ー. ハヤ ォ 氏の 通信 を 聴きたい とい 

うこと を 語りました。 僕 はま だ これ 位 語って みても 信 

用され ない 自分 を 一 応は 腹立たしく 思いました。 又 こ 

せま のんき 

んな にさし 迫った 君国の 一大事に 対して、 余りに 呑気 

とが おそ 

らしい 少佐 及び その 一 行 を 咎めたい 気持に 襲われ まし 

た。 が 今 は 言い争う よりも、 あれほど 明らかな 通信 を 

この 人達に 聴かせる ことによって、 この 一大事 を 直接 

まか 

彼等の 手に 委せた 方が、 万事に 都合の よい こと を 考え 

なおす ことが 出来ました。 僕 はまた 元の ような 緊張と 



昂奮 を 感じ 乍ら、 訪問 を諾 すると 共に、 自ら 第 一番に 

此の 室 を馳り 出ました。 

僕が 案内して 家に ついた 頃 は、 例の 謎の 通信 者 セン 

ト ー . ハヤ ォと 再び 通信 再開 を 約した 午前 四時に 間 も 

ない 時刻でした。 僕 は 早速 送受信 機の 機能 を 点検して、 

何等 変り のない の を 確め ました。 

午前 四時に なると 私 は 直ちに、 呼 出 信号 を 発し まし 

た。 これ を 数回 打って はやめ、 受信機の 方に 空中線 を 

切換え て は 其の 応答 を俟 ちました。 四時 を 十分ば かり 

過ぎた 頃、 相手の 答が 入って 来ました。 信号の 強さ は 



した。 何事 を セント ー . ハヤ ォ から 聴いて いるの か、 

又 何事 を セント—. ハヤ ォに 打電して いるの か、 それ 

は 僕に は 少しも 判りませんでした。 何故ならば、 僕が 

同伴して 来た 三人の 将校 達 は、 多分 仏蘭西 語と 思われ 

る 外国語で 話 をし つづけました。 幸か不幸か、 仏蘭西 

語 は 僕に は 何の こと やら 薩張リ 意味が 判りません。 唯 

三人の 将校の 顔面 筋肉が 段々 と 引きし まって 来て、 其 

の 顔色 は 同じように 蒼白 化し、 其の 下唇 は 微かに 打ち 

ふるえて 来る の を 看取す る ことが 出来ました。 

四 五十 分に 続く 通信が 終る と、 阿佐谷 中尉 は 僕 を 招 

きました。 セント！ ハヤ ォが 僕に 話したい ことがあ 



殺される そうだ。 実は さきほど 敵国 人の 一 人が 秘かに 

僕に 告白した ので 判った 次第で ある。 

君 は 敵国 人が 秘かに 僕に 告白した こと を 不思議に 思 

うだろう。 その 敵国 人と いうの は 実は 妙齢の 婦人で 

あって、 多分 御 察しのと おり 此の 恐ろしい 団体に 加 

と-つと-つ 

わって いる 人の 妻 君で ある。 彼女 は 夫に ついて 到頭 こ 

んな ところに 来て しまった。 彼女 は 僕達に 三度の 食事 

を搬ぶ 役目 を 持って いる。 僕 は 彼女 を 一 目 見た ときに 

何処かで 見た ような 女 だと 思った。 

話して みると 判った。 彼女 は 僕が 会社で 自分の 配下 

ろく まく わずら 

にっかつ ていた 助手の 妹で、 彼が 肋 膜 を 患って 寝た 



君よ。 僕の 情念 を 察して s ハれ 給え。 しかし 僕は自 

分の 任務 を おろそかに はしない。 この 苦しき 恋 を，. 育 

んだ 日の 本の 国 を 愛する が 故に …… 」 

これ を 受けた 僕の 頭脳の 中 は、 何が なんだか 妙な 気 

持に 捉 われました。 僕 等の 受信が 終った の を 見届ける 

と 将校 達 は 二人の 兵士 を 残して 僕の 室 を 辞去し ました。 

その 二人の 兵士 は 直ぐ様、 僕の 下宿の 門に 歩哨に 立ち 

ました。 

翌日 早朝 僕 は 憲兵隊へ 呼ばれて 終日 くどくどした 訊 

問 を 受けねば なりませんでした。 その 夜 は隊へ 宿泊 

を 余儀なく され、 其の 翌日 僕 はやつ と 帰宅 を 許され ま 



ト ー . ハヤ ォが 報じた N 県 東北 部 T 山 を K 山脈へ 向う 

中間の 地点へ 登攀し ました。 其処 近辺 を 幾日も 懸 つて 

すっかり 調べ 上げました。 背の 高い 雑草に は蔽ぃ 隠さ 

れ ていました が、 彼の セント ー が 物語った ような 地形 

では あり、 又 そぎ 取った ような 断崖 も ありました。 

いや それば かりで はあり ませぬ。 ところどころに 直 

径が三 間 もあろう と 思われる 穴が ポカポ 力と あちら こ 

ちらに あいている では ありませ ぬか。 勿論 穴の 中には 

同じような 青草が 生え 茂って いますが、 此のよう な 穴 

は 天然に 出来た と はどうしても 考えられ ませぬ。 それ 

は 恰 も 空中から この 地点へ 向って 数多の 爆弾 を 投下 



したならば、 かような 大穴が あく ことで あろうと 思 つ 

たこと でした。 

本当 は 僕に は、 此の 山の 奥に 訪ね 登って 来る 迄に 何 

も かも 判って いたのです。 僕の 考えで は、 僕の 留守の 

まさ 

室に 将校 達が 詰め かけて いた 時 こそ は、 正に 敵国 人が 

ひみつ ぼ うぎ よよう さい 

秘密 防禦 要塞 を 作って いた 此の 山奥の 地点 を、 わが 陸 

しゅうげき 

軍の 飛行隊が 空中から 襲撃 を 行った ときに 当る ので 

しんりゃくしゃ ことごと 

あって、 憎む ベ き 侵略者 の 一 団は 悉 く 飛行機から 

打ち落す 爆弾に よって 殺害せられ たのです。 而も 我が 

セント—. ハヤ ォを 救い出す 道な く、 大事の ための 

小事で、 遂に 尊き 犠牲と なり、 憎むべき 敵国 人の 死骸 



の 間に、 同じような むごたら しい 最後 を 遂げた ので 

しょう。 ほんと に 尊い 死。 —— 彼 は 完全に 祖国 を 救つ 

たのでした。 しかも 彼の 死た る や 僕に 洩 したと おりと 

なきがら よこたわ 

すれば 彼の 側に は 愛人の 骸 も 共に 相 並んで 横った 

ことで あろうと 思われます。 彼 は 恐らく 可憐な 愛人と 

まんえつ うち めいもく 

抱きあった まま 満悦の 裡に 瞑目した ことでしょう。 

その 時、 僕が 掘り あてた の は、 この 半ば 爆弾に 溶か 

された 加減 蓄電器であって、 セント！ ハヤ ォが 死の 

直前まで、 電鍵 をた たきつ づけた 其の 短波 長 送受信 機 

に附 いていた ものであるに 違いありません。 云々。 

* * * 氺 



亡友 Y II は 斯う 語って、 この 壊れた 1 減 蓄電器 を 

私に 手渡した のです。 ひどい 肺結核に 襲われて いる 彼 

の 細い 腕 は、 その 時 この バリコン をす らもち 上げる 力 

が 無かった ようでした。 それ も その 害です。 この 物語 

ようた い 

を 聞いた 日から 三日の ちに > の 容態 は 急変して 遂 

はくぎょくろうち ゆう 

に 白玉楼 中 の 人と な つ てし まった のでした。 

ながばなし 

さて 私の 永 話 はこれ で 終ります が、 貴君 はこの は 

なしが 彼の 言う とおり 実際あった ことか どうかに つ い 

て 御 判断が つきます か。 御つ きになる なれば それ を 誰 

からか、 はっきり 判断して 貰いたがって いた 亡友 YI 

ついぜん 

I の 追善の ために、 是非 貴君の 御意 見と いうの を 聞か 



底本" 「海 野 十三 全集 第 ー 巻 遺言状 放送」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「無線と 実験」 

1928 (昭和 3) 年 5 月 号 

※初出 時の 署名 は、 「栗 戸 利 休」 です。 

入力 ： ^SMC^^ 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 00 5 年 6 月お 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



